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はじめに
　ジェイムズ・ジョイスの作品『ダブリンの市民』は14作の短篇と１作の中篇、計15篇から構成され
ている。短篇集の内、信仰をテーマとした作品には冒頭に置かれた「姉妹」及び最後の作品「恩寵」
の二作がある1。「姉妹」については既に小論を発表しているため2、本稿では「恩寵」の考察を試みる。
　「恩寵」は1905年10月にジョイスが ｢自発的亡命先｣ トリエステにおいて執筆した作品である3。短
篇集の中では最も長く、ジョイスはこの作品を『ダブリンの市民』のフィナーレ4を飾る重要な作品
として位置づけている。また、執筆の際、「多くの人間が、これが都市だと考える半身不随の麻痺し
た魂を描くためにあの作品を『ダブリンの市民』（Dubliner）と名づける」 5と語った。その言葉通り、「姉
妹」では主人公が幕開け早々 ｢麻痺｣（paralysis）と語り、それと同様に奇妙に響く言葉として「ノ
ウモン」6 （gnomon）、｢聖職売買｣ 7（simony）8を挙げている。筆者はこれらの言葉は『ダブリンの市民』
の中の作品全体に共通するジョイスのテーマであると「姉妹」の分析において結論付けた9。　
　本論では「恩寵」10において、ジョイスがいかなるストーリーを構築しどのような人物たちを登場
させ、いかに教会批判を展開しているのかの考察を試みる11。
1　 Jackson, John W. & McGinley, Bernard, James Joyce’s Dubliners, London :Sinclair-Stevenson, 1993, p.156 .  短篇
集『ダブリンの市民』では中篇の「死者たち」が最後に置かれ、巻末に「恩寵」が置かれている。
2　金田法子「『ダブリンの市民の中の作品「姉妹」に見るジェイムズ･ジョイスの教会批判』」『社会文化科学研究
科紀要第32号』岡山大学大学院社会文化科学研究科、2011年11月、267-284頁。
3　Ellmann, Richard, James Joyce, Oxford :Oxford University Press, 1983, p.207. ジョイスはこの時23歳であった。
4　 Jackson、John W. & McGinley, Bernard, James Joyce’s Dubliners, London :Sinclair-Stevenson, 1993, p.156.
5　リチャ ドー･エルマン『ジェームズ・ジョイス伝』１、宮田恭子訳、みすず書房、1996年、186-187頁。友人カランへの手紙。
6　 The Oxford English Dictionary, Oxford :Oxford University Press, 1987, p.245. 「ノウモン」とは幾何学の言葉で
あり本来の形体からある部分が欠如している状態を示す。
7　 トマス・アクィナス『神学大全』第19冊第２部第100問、稲垣良典訳、創文社、1991年、426-461頁。｢聖職売買」
とは、「すべてこの世の事物は神に属しそれを売買することはできない」とするトマスの概念。
8　 Jackson, John W. & McGinley, Bernard, James Joyce’s Dubliners, London :Sinclair-Stevenson, 1993, p.11。ジャク
ソン及びマクギンレイが述べる「ジョイスが意味するシモニー」については、典拠が示されていないが、彼らの
文献はケンブリッ大学等に採用されており権威のあるものと推察する。ジョイスは「聖職売買」を、①貧民を搾
取、②背信行為、③職務乱用、④縁故主義、⑥悪事の仲介、⑨偽善行為などの項目に分け理解していたという。
9　 金田法子「『ダブリンの市民の中の作品「姉妹」に見るジェイムズ･ジョイスの教会批判』」『社会文化科学研究
科紀要第32号』岡山大学大学院社会文化科学研究科、2011年11月、267-284頁。
10　トマス・アクィナス『神学大全』第14冊第2－1部第109問題～第114問題、稲垣良典訳、創文社、1991年、64-232頁。
11　ジョイスは「恩寵」においてイギリス支配への批判も行っている。しかし、本稿のテーマはジョイスの ｢教会
批判｣ であるため、今回はこのテーマについては言及しない。
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第一章	 「恩寵」　－　あらすじ 
　本章ではあらすじをジョイスが物語の中で主要な舞台とした「酒場」、「寝室」、「教会」の三ヶ所に
分けてまとめる12。
第一節	 酒場
　主人公であるカーナン氏が泥酔し、手洗いの階段の下で横たわっているところを発見される。彼は
時代遅れの商売である茶葉の選定・外交販売をしている。そこに偶然カーナン氏の友人であり王室ア
イルランド警備隊本部13に勤務するパワー氏が現れ、彼をグラスネヴィン通り（Glasnevin Road） 14の
自宅まで送り届ける。警官による現場検証の結果、今回の事故はカーナン氏が階段から足を踏み外し
たことが原因であったとの結論が下される。もともとカーナン氏はプロテスタントであったが結婚を
軌にカトリックに改宗している15。しかし、この20年間というもの教会に近づいたことがなく、それ
どころか教会を批判していた。夫人は家庭を忘れ飲み歩く夫に愛想を尽かし、彼女の信仰はもはや形
骸化していた。パワー氏は夫人にカーナン氏を必ず立ち直らせてみせると約束する。
第二節	 寝室
　パワー氏は早速、警察隊本部の上司であり友人でもあるカニンガム氏と相談しカーナン氏を改心さ
せ「善良で敬虔な神を敬うローマ・カトリック教徒」 16にしようと企てる。カニンガム氏は賢明で影
響力があり周囲から尊敬されていたが、妻が大酒飲みであることや夫婦仲が円満でないことから周囲
の同情をかっていた。事件から三日後、パワー氏は仲間のマッコイ氏を誘いカーナン家を訪れた。パ
ワー氏は少々名の売れたテノール歌手であったが、職を転々とし現在は市の検屍官の秘書をしている。
カーナン氏の寝室に通された仲間たちは暖炉の前に並べられた椅子に座り語り始める。
　カニンガム氏は「我々は皆悪党なのだから静修17に参加して罪を告白し悪魔との縁を断ち切ろう」
と語り、カーナン氏の静修参加に向けた説得工作を始める。カニンガム氏が最初に選択した話題はイ
エズス会であった。
12　『 恩 寵 』 の 考 察 に 当 た っ て は、Joyce, James, Dubliners, Complete and Unabridged Edition, Wordsworth 
Editions Ltd., 1993を使用し、邦訳についてはジェームズ・ジョイス『ダブリンの市民』結城英雄訳、岩波文庫、
2008年を参照した。
13　Jackson, John W. & McGinley, Bernard, James Joyce’s Dubliners, London :Sinclair-Stevenson, 1993, p.136.
14　Ibid., p.138. Glasnevin Roadは、ダブリンの公共墓地につながる通りである。
15　Ibid., pp.139-140. 当時のアイルランドではカトリック教徒の結婚の際、両人の内のどちらかがカトリック教徒で
あった場合、子供はカトリックとして育てるとの誓約が必要とされた。この誓約がない場合、教会により婚姻
が拒まれたこともあり、多くの場合、カトリックではない相手の方が、カトリックに改宗した。
16　ジェイムズ・ジョイス 『ダブリンの市民』 結城英雄訳、岩波文庫、2008年、310頁。
17　Jackson, John W. & McGinley Bernard, James Joyce’s Dubliners, London :Sinclair-Stevenson, 1993, p.147.  「ビジ
ネスマン向け静修」は、実際に行われたようである。内容は次の通りである。聖書の朗読が行われ、聖体拝領
が行われるミサが６時から11時まで１時間毎に行われ、夜８時にはロザリオ（祈りの回数を数えるための数珠。
Rosary）が行われ、その後の時間には「告白」が行われる。
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　「イエズス会はキリスト教会の中でもとりわけ威厳があり総長は教皇の次に位し18大きな影響力を
持つ。イエズス会は堅固で過去に衰退の危機などは一切経験しておらず一度も改革を必要とされな
かった」と語る。マッコイ氏は「物事を上手く進めたいならイエズス会を頼るべきだ。彼らは影響力
があり上流階級を相手にしている」と述べる。日頃、教会に対し批判をしているカーナン氏もこれに
同意するが、「イエズス会士の中には無知で傲慢な司祭がいる」と言う。カニンガム氏は「皆、良い
人間ばかりだ。イエズス会士は世界中で尊敬されている」と述べる。｢静修｣ への参加を決めかねて
いたカーナン氏は、話くらいは聞いてみようと思う。
　今回の「静修」はパードン神父19が ｢実業家向け｣ に行う。神父は赤ら顔をした背の高い人物で、カ
ニンガム氏は彼を「我々と同じ世間人だ。彼の説教は説教というより常識的な懇談のようだ」と語る。
もう一人のバーク神父20についてカニンガム氏は「生来の弁舌家だが神学者としての評判はたいした
ことはない。彼の説教は間違っているとは言わないが正統なものではないという人もいる」と言う。
カーナン氏は「バーク神父は雄弁ですばらしい声の持ち主だ」と語る。
　次に、「プロテスタントかカトリックか、どちらが真の宗教か」との話題に移る。カニンガム氏は
「我々の宗教こそ（ローマ・カトリック教会）伝統的で原型を成すものだ」と言い、カーナン氏もそ
れに同意する。
　カニンガム氏は「教皇レオ13世 （Leo XIII）21は当時の光の一つであり彼の生涯の目標はローマ教会
とギリシャ教会の統合であった」（the union of the Latin22 and Greek Churches）。「教皇レオ13世こ
そヨーロッパ最大の知識人だ。彼のモットー23は ｢光の上の光だった （Lux upon Lux – Light upon 
Light）」と語る。するとフォガティー氏は「いや、レオ13世のモットーは「闇の中の光」だった （Lux 
in Tenebris – Light in Darkness）」と異論を唱える。しかし、カニンガム氏は「いや、彼のモットー
18　Jackson, John W. & McGinley Bernard, James Joyce’s Dubliners, London :Sinclair-Stevenson, 1993, p.146. イエズ
ス会の総会長は、非公式にはBlack Popeとして知られるが、「教皇の次に位置する」ことはない。
19　Ibid., p.147. パードン神父（Farther Purdon）。実在した人物であり、Purdonの名は売春で悪名高いダブリンの
夜の街にちなんでつけられたとのことである。しかし、もともとPurdonは、イギリスのボーン神父（Fr.
Bernard Vaughan, 1847-1922）に基づいた話である。彼の説教は下品であったため、ケンジントンのキリスト
教の大学での講義が禁止されたこともあるという。ジョイスは彼について「イギリスで最も面白い公人」と述
べたという。
20　Ibid., p.147. トム・バーク神父（Father Tom Burke）。Thomas Nicholas Burke （1830-1883）, ドミニコ会の資金
調達者、雄弁家、説教者と知られアイルランドだけではなくアメリカでも良く知られた人物であった。彼の説
教は宗教的というより国家主義的なものであったという。
21　上智学院新カトリック大事典編纂委員会『新カトリック大事典』研究社、2002年、1394-1395頁。「教皇レオ13
世（Leo XIII, 1810-1903 : 在位1878年～1903年）。イタリアの地方貴族出身。1878年に教皇に選出され、その直
後の演説や回勅で教会と近代世界との接近を計らい文化の発展や近代社会の諸問題に対して教会が果たすべき
使命を明らかにした。レオ13世は弱い肉体に剛毅の精神を秘めた人物であり、哲学や『神学大全』についての
深い知識を持ち、古典ラテン語の詩人でもあった。」
22　The Latin Church とはローマ・カトリック教会を示す。
23　Jackson, John W. & McGinley Bernard, James Joyce’s Dubliners, London :Sinclair-Stevenson, 1993, p.149. 各教皇
が個別にモットーを持つ事はないとの説明がなされている。
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は「光の上の光」 （Lux upon Lux – Light upon Light） だ。その前任者のピウス９世 （Pius IX）24のモッ
トーが「十字架の上に十字架」（Crux upon Crux）、すなわちCross upon Crossであり、これが二人の
教皇の違いを表すものだ」と語る。さらに「教皇レオ13世は偉大な学者であって詩人でもあった」と
続ける。するとカーナン氏は「教皇は力強い顔をされていた」と述べカニンガム氏もこれに同意し、「彼
はラテン語で写真の発明についての詩25を書かれた」と続ける。パワー氏は「偉大なる精神は物事を
見通すことができる」（Great minds can see things） と語るがフォガティー氏は「偉大なる精神は狂
気と紙一重だと言った詩人がいた」26（Great minds are very near to madness） と言う。それを聞いて
いたカーナン氏は迷い始めカニンガム氏に「昔の教皇の中には完璧ではない人がいたのではないか」
と尋ねる。するとカニンガム氏は「悪い奴もいたが、どんなに大酒飲みの教皇であったとしても、極
め付きの極悪人であっても、｢教皇座｣ 27から誤った教義を説いた教皇が一人としていないというのは
驚くべきことだ」と語る。カニンガム氏のこうした話は教会に対する壮大なイメージを抱かせ、彼の
深いしわがれ声が ｢信仰」（belief） や「服従」（submission） といった言葉を発すると皆は恐ろしさで
震え上がる（thrilled）。こうして全員が「静修」への参加を決める。
第三節　教会
　ガードナー・ストリートのイエズス会の教会にはカーナン氏一行の他、高利貸しのハーフォード氏、
質店経営者グライムス氏の姿があった。やがて赤ら顔のパードン神父が登場し説教を始めた。
この世の子らは光の子供より賢く振舞っていた。そこで私は言っておくが、不正にまみれた富で
友人を作りなさい。そうすれば、あなたが亡くなった時、彼らはあなたを永遠の住まいに迎え入
れるであろう28。 （ルカ伝一六章八～九節）
24　上智学院新カトリック大事典編纂委員会『新カトリック大事典』研究社、2002年、155-156頁。ピウス９世（Pope 
Pius IX）。在任期間1792～1878年。イタリア生まれ。下級貴族の子として生まれる。イタリア国民統一の指導
者として期待された。しかし、1848年 「私はすべてのキリスト教徒の父である」と宣言するとイタリア国民の
感情が突如変化し、教皇を祖国の裏切り者と非難した。教皇は囚人なり、1850年ようやくローマに戻った。
1864年、Quanta Curaという回勅を出し、’69～’70年、第１回、ヴァチカン公会議を召集した。その憲章、Dei 
Filiusで教皇不可謬の教導職に関する教義が明文化された。
25　Jackson, John W. & McGinley Bernard, James Joyce’s Dubliners, London :Sinclair-Stevenson, 1993, p.149. ラテン
語での写真に関する詩は1902年に発表された。内容は、「古代のギリシャの画家、Apellesの描いたぶどうの絵は、
鳥が本物と間違え騙されたが、写真は絵画も超越するものだ」という単純なものとされる。
26　John Dryden 1631-1700 :イギリスの詩人、文芸評論家、劇作家の諺。（Great wits are sure to madness near 
allied.）〈http://ja.wikipedia.org/wiki〉（2012年３月１日）
27　ドナルド・Ｋ・マッキム 『キリスト教神学辞典』日本基督教団出版局、2002年、108頁。教皇座（聖なる椅子）。
教皇の地位、あるいは教皇の権威の座。
28　Joyce, James, Dubliners, Hertfordshire :Wordsworth Classics, 1993, p.126 : “For the children of this world are 
wiser in their generation than the children of light. Wherefore make unto yourselves friends out of the 
mammon of iniquity so that when you die they may receive you into everlasting dwelling.”
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　神父は「この教えはキリストの教えの中でも解釈するのが最も難しいものの一つである。一見す
るとキリストの高尚な道徳と矛盾するとも思われるが、世俗の生活をすべき運命にありながら俗人
の行き方に堕さないように暮らして生きたいと思う人々への指針として特に適したものだ」29と説
く。「キリストは全ての人が宗教生活に召されないことをお見通しである。人々の多くは俗世の中
で生きるように、あるいは俗世のために生きるように定められている。だからそうした人々に対し
てあえて金を崇拝する人々の宗教生活の例を挙げて助言を与えようとされたのだ」と語る。さらに、
「私は皆さんと同じ世俗の人間としてここにいる。私は皆さんのいわば精神の会計士だ。だから、
皆さんには精神生活の帳簿を付け、それが皆さんの良心と合致するかどうか調べていただきたい。
そして、神に率直で人間らしくあって欲しい。もし皆さんが自分の勘定を調べて合致しないところ
があったなら、それを正直に認め神の恩寵によって正して欲しい」と説く。
第二章	 「恩寵」　－　作品分析
第一節　分析方法 
　本稿での考察にあたっては、まず第二章第二節において「恩寵」のテーマを考察する。第三節では
カーナン氏の「罪」とはどのようなものか、なぜ彼には「静修」参加が求められたのかを論じる。第
四節ではカーナン氏への説得工作で交わされた主要な話題13点を取り上げ、その妥当性を分析する。
第五節では皆が参加した静修とはどのようなものであったのかを考察し、最後に「結論」においてジョ
イスがどのように「恩寵」を纏め自身の教会批判としたのか、その意義と効果を論考する。筆者はす
でに冒頭の作品「姉妹」の分析を行っている。その際、ジョイスが 『ダブリンの市民』 で教会批判を
した際、聖トマス・アクィナスに依拠したとの前提の下で論考を行った30。そもそも 「恩寵」という言
葉はトマスが 『神学大全』 でその解釈を示しているキリスト教神学の概念である31。したがって、本論
においてもジョイスがトマスの概念に依拠したとの前提で考察を進める。
第二節　「恩寵」のテーマ　　　
　聖トマス・アクィナスの「恩寵」についての概念を以下に要約する。
　恩寵とは 「神が人に善あれと望むところの神の愛32であり、恩寵をいただくことにより人は永遠の
29　いのちのことば社出版部編 『聖書百科事典』いのちのことば社、1985年、p.382。ルカの福音書の「忠実な管理者」
の「富」と「不正」という言葉の結合を正しく理解せずに読み下すと、さまざまな困難が生じる。そのため、
特に解釈困難なたとえ話と言われてきた。
30　金田法子「『ダブリンの市民の中の作品「姉妹」に見るジェイムズ･ジョイスの教会批判』」『社会文化科学研究
科紀要第32号』岡山大学大学院社会文化科学研究科、2011年11月、267-284頁。
31　トマス・アクィナス『神学大全』第14冊第2-1部第109問題～第114問題、稲垣良典訳、1991年、64-232頁。
32　同書、第14冊第2-1部第110問題第１項、108頁。「恩寵」について。被造物の善は神的意思から出ずるものであり、
神がそれによって被造物に善あれと望むところの神的愛である。」
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命33に値するものになる。反対に人が罪34を犯した場合、人は神に反逆したことになり神の愛を失う。
罪を逃れることを可能にし、永遠の命を回復することが出来るのは恩寵によってのみである」35。
　ジョイスは、死後、人の魂が神のもとで永遠に生きることができるか否かといったキリスト教徒に
とっては極めて深刻な問題をこの作品で提起したことになる。
　彼は、主人公カーナン氏を酒場の「階段から落ち」汚水にまみれ泥酔状態で横たわらせた状態で「恩
寵」の物語の幕を開ける。この時点でジョイスは二つの命題を提示した。その一点は「堕落」（fall）
である。「階段」36とはキリスト教の概念では「天と地との結合」を示し、主人公をそこから落とすこ
とでジョイスはカーナン氏の「天と地との結合の断絶」を示唆した。二点目は「復活」 （resurrection） 
である。仲間たちがカーナン氏を神を畏れ敬うカトリック教徒にし生き返らせよう、すなわち、復活
させようと画策する行為からそれが窺える。
　以上から筆者は「恩寵」のテーマは主人公の「堕落」と「復活」であると考える。
第三節　カーナン氏の「罪」37と「静修」
　主人公カーナン氏は冒頭で階段から落ち「泥酔状態」で発見される。トマスは「人が何の必然性も
なく、ただ酒の快楽のゆえに自らの理性を行使できないような酩酊状態に陥ることは明らかに徳に反
し、その本質からして大罪である」38と説いている。
　カーナン氏はカトリックに改宗して以来20年間教会に近づいたことがない。この「意志して教会に
行かない」という行為について、トマスは「教会に行かなければならない時に行かないことを意志す
33　上智学院新カトリック大事典編纂委員会『新カトリック大事典』研究社、2002年､ 725頁。永遠の命とは、人の
魂が死後、神のもとに永遠に生きるという考え方。｢霊魂の不滅｣ に関するギリシャ思想の影響の下、知恵の書
にも述べられている（3:1-9; 5:15-16）。
34　トマス・アクィナス『神学大全』第14冊第2-1部、第114問題第２項､ 稲垣良典訳、1991年、208頁。トマスは、『罪』
とは人を永遠の命から排除するところの何らかの背きである」と説く。さらに、同書、第６冊第72問第５項では、
「罪」を大罪、小罪の二つに大別し、「『罪』とは病の際の身体の秩序の乱れと同様であり、大罪とは秩序の乱れ
が神から離反するところまで乱された場合を言い、小罪とは秩序が回復可能な場合の『罪』である」と論じて
いる。
35　同書、 第14冊第2-1部、第113問題第２項､ 稲垣良典訳、1991年、169頁。
36　マンフレート・フーカー『聖書象徴事典』池田紘一訳、太洋社、1988年、284-285頁。梯子については、創世記
28・11～13のたとえで、「兄エサウから逃れて旅に出たヤコブが、とある場所で野宿するために横になった時、
彼は夢を見た。一つの梯子の上に立っていて先端は天に達していた。神の御使いたちがそれを昇ったり降りた
りしていた。上には主が立っていた」とある。「梯子」は、「その場合にあっても<天と地との結合>という象徴
的意味には何ら変わりはないとの説明がなされている。
37　X. レオン・デュフール編、Ｚ.イェール翻訳監修 『聖書思想事典』三省堂、1973年、603頁。旧約聖書にある「罪」
について「罪とは、『過失』、『不正』、『反逆』、『不義』といった対人関係を意味する言葉から導かており、ユダ
ヤ教では、これらにさらに「負債」という語を使用している。この『負債』という言葉は新約聖書にも踏襲さ
れている」との説明がなされている。
38　トマス・アクィナス 『神学大全』第12冊第2-1部第71問題～第89問題「悪徳と罪について」及び、第88問題第５項、
「酩酊について」稲垣良典訳、1991年、369頁。
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る場合は怠りの罪 （the sins of omission） が該当する」39と説いている。さらに、カーナン氏はパワー
氏から金も借りている。旧約聖書に依れば借金をすることは「負債の罪」に該当する。また彼は家庭
内で暴力を振るっていた時期もあり、その生活は荒んでいた。したがって、カーナン氏には｢憤怒｣、「傲
慢」などの罪も該当し、彼は大いなる罪人となろう。
　このように大罪を犯しているカーナン氏であるが、その罪はどのように消去する事ができるのだろ
うか。トマスによれば罪を除去するには、「人間の意思が神的正義の秩序を受け入れ、人が神にその
犯した罪を『告白』しなければならない」40と説いている。それならば、堕落したカーナン氏に喫緊
に求められるのは仲間達の言う通り「告白」ということになろう。しかし、彼は日頃から教会を辛辣
に批判している人物である。このため、仲間たちは様々な話題を持ち寄るが、彼の「静修」参加への
説得工作は容易ではない。
第四節	 カーナン氏への説得工作と話題の妥当性
　本節ではカーナン氏への説得工作で取り上げられた話題13題についての妥当性について考察を行う。
話題１．「イエズス会は数ある修道会の中でも特に威厳があり総長は教皇の次に座す41。その組織は堅
固であり過去に衰退の危機はなかった。」
妥当性　この発言は妥当性を欠く。
根　拠：イエズス会は1534年に設立され教皇至上主義を掲げていた。このため一時は「教皇の精鋭部
隊」と見做され総長が教皇の次に位した時期もあった。しかし、例えばスペインでは「国家
活動は教皇の支配下で為されるものではなく国王の手中にあるべき」とされ、イエズス会は
1769年から1773年の間に解散させられた。その後、1814年、ナポレオン帝国崩壊後の混乱に
ある大陸の宗教的再建のための努力の一環としてイエズス会の復興が認められたが42、これ
によりイエズス会の威厳が回復された訳ではない。レオ13世は「聖トマスの精神」にもとづ
くキリスト教哲学の復興、いわゆる新トマス主義43を呼びかけた。しかし、1881年に聖トマ
スに依る著作の出版がイエズス会ではなくドミニコ会に委ねられたことを見ても、イエズス
会の存在がその頃顕著であったと見做すことはできない44。
39　トマス・アクィナス 『神学大全』第12冊第2-1部第71問題第５項、稲垣良典訳、1991年、17頁、「怠りの罪」。
40　同書、第31冊第2-1部第87問題第６項。
41　Jackson, John W. & McGinley Bernard, James Joyce’s Dubliners, London :Sinclair-Stevenson, 1993, p.146 .  「教皇
の次に位置する」という意見は誤りである。
42　ウィリアム・Ｖ・バンガート、上智大学中世思想研究所『イエズス会の歴史』原書房、2004年、441-518頁。第
６章「追放、弾圧、復興」。
43　上智学院新カトリック大事典編纂委員会　『新カトリック大事典』　研究社、2002年､ 443-444頁。
44　鈴木宣明『ローマ教皇史』教育社、1986年、248-250頁。
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話題２．「イエズス会は大きな影響力を持ち上流階級を相手にしている。このため物事を成功に運び
たいのであればイエズス会に頼るべき」との語りについて。
妥当性： この発言はアイルランドにおいて、とする限り妥当であろう。
根　拠：ジョイスは、学校教育の全てをイエズス会が運営する教育施設で受けている。その背景には
父親が、イエズス会が運営する学校に息子を入学させることは、将来の息子のエリート社会
への帰属を意味すると考えていたこと、ジョイスが入学したイエズス会の学校クロンゴー
ズ･ウッド･カレッジに彼の父親が尊敬し縁戚関係にもあったアイルランドの解放運動の指導
者ダニエル・オコーネル（Daniel O’Connell）の息子が入学していたこと、その卒業者に政
界や財界などで影響力を行使していた人物が多くみたれたことなどがある。このことからも、
イエズス会が強大な影響力を持っていたことが窺われる45。
話題３．「無知・傲慢な司祭がいる」との語りについて。
妥当性：この発言は妥当であろう。
根　拠：静修を執り行うパードン神父は、「正統ではない説教」や信者には不可解であると思われる
説教をし、彼らを侮蔑するような表現を用いている。ジョイスは『若い藝術家の肖像』の中
で ｢告解をしても罪状消滅させる力のない罪深い司祭｣ 46と記しているが「無知・傲慢な司
祭の存在」との表現はその後の彼の作品においても散見される。こうした描写は彼の実体験
に由来するものと考える。
話題４．「イエズス会士は世界中で尊敬されている」との語りに付いて。
妥当性：この発言は妥当とは言えない。
根　拠：イエズス会は海外での布教を積極的に行っていた。顕著な例には、ポルトガル王ジョアン三
世がその広大な植民地に住む人々の教化のためフランシスコ・ザビエルをインド、マラッカ、
日本など極東に10年に渡って派遣したことが挙げられる。しかし、日本の例を見てもキリス
ト教徒が弾圧に遭うなど47、彼らが世界規模で尊敬を集めていたと断定することはできない。
却って、イエズス会士の派遣は植民地主義の強化を意図した行為であったとの見解もあり、
彼らがいかに尊敬を集めていたかについては評価の分かれるところであろう。しかし、人口
の九割以上がカトリック教徒であった当時のアイルランドで、多くにの人々が「イエズス会
士は世界中で尊敬されている」との認識を抱いていた可能性は十分にあり得る。
45　Jackson, John, W. and Costello, Peter, John Stanislaus Joyce, – The Voluminous Life and Genius of James 
Joyce’s Father. New York :St. Martin’s Press, 1997, pp.151-152.
46　Joyce, James, A Portrait of the Artist as a Young Man, Hertfordshire :Wordsworth Classics, 1992, p.13. （“… a 
guilty priest who heard confessions of those whom he had not power to absolve…”）翻訳: ジェイムズ・ジョ
イス『若い藝術家の肖像』丸谷才一訳、集英社、2009年、324頁。
47　ウィリアム・Ｖ・バンガート、上智大学中世思想研究所『イエズス会の歴史』原書房、2004年、39頁。第６章「追
放、弾圧、復興」。
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話題５．パワー氏は「静修」を執り行うパードン神父について「彼は赤ら顔をした大きな人物48で、我々
と変わることのない俗世の人である」と語り、「彼の説教は常識的な懇談のようだ」49と述べる。
妥当性：この発言は妥当であろう。
根　拠：パードン神父は、「今日皆さんと同じ立場で話しをする」と参加者に前置きをした上、聖書
の文言を改変し、独自の解釈を盛り込んだ説教を語っている。ジョイスは『若い藝術家の肖
像』で「司祭の知恵は彼の心奥に触れる事はなかった」（The wisdom of the priest’s appeal 
did not touch him to the quick.”）50と述べ、「司祭の説教」が、座談の域を超えず、魂の救済
者の言葉として受けとめることが不可能であったことを示唆している。
話題６.　「カトリックとプロテスタントでは、どちらが伝統的でオリジナルな宗教か」51との問いに対
し博識であるカニンガム氏は「カトリックこそ伝統的なオリジナルな宗教だ」と答える。
妥当性： 宗派により様々な受け止め方があろうが、この返答は歴史的な視点から見る限り妥当であろ
う。
根　拠：キリスト教（カトリック）はイエス･キリストの死後、弟子達がその教えを広めるために集
会を開いていったことを起源とする52。他方、プロテスタントは1517年にルターの「95 ヶ条
の論題」53に始まる宗教改革54の結果、確立されたものである。
話題７．「教皇13世の生涯の目標であり、彼の偉大な理想はローマ教会とギリシャ教会の統合であっ
た」 55とのカニンガム氏の語りについて。
48　ジョイスが教会批判を行う場合、様々なパターンが見られる。司祭の生活態度を批判する、司祭の外見や正確
など内面を批判する、司祭の質を問うといったものである。「恩寵」では、｢赤い顔をした大きな人｣、との記述
があり、「懇談のような説教をする」、「雄弁」、「神学者としてはたいした事はない」等の表現が見られる。『若
い日の藝術家の肖像』では「丸々と太った血色のいいイエズス会士」というような表現や『ユリシーズ』では「司
祭は何であんなに膨れ上がっているのだろう」、「司祭たちはこの国の脂肪で生きている。彼らのぶどう酒の蔵
や食料貯蔵庫を見てみたいものだ」という記述が見られる。それに対し、ジョイスは「ああなんてことだ、か
わいそうにあの子の服はぼろぼろじゃないか。栄養も悪そうだ」と聖職者の飽食暖衣と一般市民の飢餓窮乏を
対比し教会の搾取と人々の窮乏を描いている｡
49　Joyce, James, Dubliners, Hertfordshire :Wordsworth Classics, 1993, p.119. （“It’s just a retreat. Father Purdon 
is giving it. It’s for business men. Father Purdon is fine, jolly fellow! He’s a man of the world like ourselves [. . .] 
It’s not exactly a sermon. It’s just a kind of a friendly talk, in a common-sense way.”）
50　Joyce, James, A Portrait of the Artist as a Young Man, Hertfordshire :Wordsworth Classics, 1992, p.124.
51　Joyce, James, Dubliners, Hertfordshire :Wordsworth Classics, 1993, p. 120 :“But, of course, our religion is the 
religion, the old, original faith.”
52　斉藤かおる『ヴァチカンの謎と真実』青春出版社、2009年、48頁。
53　正式名称：Disputatio pro declaratione virtutis indulgentiarum（『贖宥状の意義と効果に関する見解』）
54　京都大学文学部西洋史研究室『西洋史辞典』東京創元社、1976年、306-307頁。宗教改革。1517年にドイツのマー
ティン・ルター（Martin Luther, 1483-1546, 神学博士、ヴィテンベルグ大学教授）が始めた反キリスト教会運動。
それ以降プロテスタントが確立される。それ以前にも異端運動としてヨーロッパに起こっていたが、ドイツは
ローマ教会の収奪の的となっていた事から反カトリック的機運が最も強かった。ルターは信仰の徹底的内面化
と万人司祭主義、聖書のみを唯一の権威とする。
55　Joyce, James, Dubliners, Hertfordshire :Wordsworth Classics, 1993, p.121. （“Pope Leo XIII’s great idea was the 
union of the Latin and Greek Churches.”）
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妥当性：この発言に妥当性はない。
根　拠：ローマ教会（カトリック教会）とギリシャ正教会はそれぞれが独自の発展を遂げていった。
しかし、1054年に提起された ｢聖霊は父と子から発出する｣ との教義を巡り、対立関係にあっ
たギリシャ正教会とカトリック教会の関係がさらに悪化し、断絶が決定的になる56。教皇レ
オ13世の時代は近代的な反キリスト教運動、フランス革命、産業革命など社会が様々な変革
を遂げていた時期でもある。教皇レオ13世は教皇着任の際の教書において「ローマ教会とギ
リシャ教会の統合」ではなく「教会と近代世界との接近を計らう」57と記している。教会同
士の統合は教皇たちの旧来よりの ｢理想｣ ではあるが、その現実化は困難となっている。
話題８．「教皇レオ13世はヨーロッパ最大の知識人だったに違いない」とのカニンガム氏の発言につ
いて。
妥当性：この発言は妥当であるとは言えない。
根　拠：レオ13世が哲学・神学についての高い教養を備え、古典ラテン語の詩人でもあった58との情
報は見られた。しかし、19世紀から20世紀にかけて、ヨーロッパでは天才的とされる科学者
や思想家が数多く出現している。その中でレオ13世が突出した知識人であったと判断するこ
と、また、そうした判断がヨーロッパで共有されていたと断定することは難しい。
話題９．教皇たちの「モットー」について。
妥当性： 一連の発言に妥当性は見当らない。 
根　拠：ジャクソン及びマクギンレーの研究では「そもそも教皇個々人がモットーを持つことはな
い」 59と記している。ジョイスは 「恩寵」執筆に当たり、バチカンに赴き教皇についての調
査を行っている。その上でカニンガム氏に「教皇にモットーがあった」と語らせている。し
たがって、この語りはジョイスの強烈な風刺と見るべきであろう。一方、ジョイスは造語作
りや文字の入れ替えによってその言葉に別の意味を持たせる遊び「アナグラム」を好み、ラ
テン語に精通していた。彼は『ユリシーズ』 で 「ラテン語とは良いアイディアだ。まず人を
煙に巻いてしまう。」60（Good idea the Latin! Stupefies them first.）61と主人公ブルームに語ら
せている。それを踏まえ、以下に教皇たちの“モットー”について考察する。
56　エドワード・ノーマン著『ローマ・カトリック教会の歴史』月森左知訳、創元社、2007年、39-50頁。この論争
は「フィリオクエ（ラテン語：そしてまた子からという意味）問題」と呼ばれ「三位一体」の解釈を巡るもの
で東方教会は「聖霊は父から発出された」とし、西方教会は ｢聖霊は父と子から発出する｣ と主張する。
57　上智学院新カトリック大事典編纂委員会『新カトリック大事典』研究社、2002年、1394頁。
58　同書、1394頁。
59　Jackson, John W. & McGinley, Bernard, James Joyce’s Dubliners, An annotated Edition, London :Sinclair-
Stevenson, 1993, p.149. ジャクソン及びマックギンーの研究は「教皇個々人がモットーを持つことはない」と記
している。ジョイスは「恩寵」執筆に当たり、バチカンに赴き教皇についての調査を行っており、その上でカ
ニンガム氏に「教皇にモットーがあった」と語らせている。これもジョイスの風刺の一つであろう。
60　ジェイムズ・ジョイス著、丸谷才一訳 『ユリシーズ』　集英社、1996年、202頁。
61　Joyce James, Ulysses, New York :Vintage Books, 1986, p.66.
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教皇レオ13世 （Leo XIII）の“モットー”を ｢光の上の光｣（Lux upon Lux – Light upon 
Light）62とするカニンガム氏の見解であるが、新約聖書ヨハネの福音書8:12にはイエスの言
葉として「私は世の光である」63との言葉が記されている。すなわち神と光の関係は同格と
いうことになろう。それならば、｢光の上の光」（Lux upon Lux – Light upon Light）は「神
の上に神」ということになる。しかし、「神は絶対的に単一なもの」64とされている。このた
めトマスを師と仰ぎ彼の教義を研究していたジョイスが「神の上に神」と記すことの不合理
を認識していないはずはない。このことから教皇レオ13世の “モットー” が「光の上の光」
であるとした語りはジョイスの風刺と見做せるであろう。
教皇レオ13世 （Leo XIII） の“モットー”は、｢闇の中の光｣（Lux in Tenebris – Light in 
Darknes）であるとのパワー氏の見解であるが、聖書によると「闇」とは「救いから遠ざかっ
ている状態」である65。それならば「闇」とは、救いから遠ざかり救いを必要としている人々
の状態と見做せる。さらに解釈を広げれば、「救いを必要とする世俗に生きる人々」という
ことにもなろう。新約聖書ヨハネの福音書1-9 66では ｢神は世に来てすべての人を照らす｣
という一節がある。しかし、これは聖書の教えであって教皇の“モットー”ではない。
ピウス９世（Pius IX）67の“モットー”、「十字架の上に十字架」（Crux upon Crux - Cross 
upon Cross）であるが、十字架が意味するものはキリストの受難、苦難、試練である。した
がって、「苦難の上のまた苦難」、「試練の上のまた試練」との意味も考えられる。しかし、
そうした言葉が教皇の“モットー”であるとは想定しにくい。「恩寵」の作品おけるジョイ
スの意図は教会批判である。ジョイスはこの一連の会話で教皇たちへの強烈な批判を行った
と考えられる。もし、以上の考察が妥当であれば、ジョイスの教会批判は単にアイルランド
国内の教会組織だけではなく、その基点であるバチカンの教皇庁に対しても向けられていた
と見做すことが可能である。
62　Joyce, James, Dubliners, Hertfordshire :Wordsworth Classics, 1993, p.121.（“So he was, if not the most so. His 
motto, you know, as Pope, was Lux upon Lux – Light upon Light.”）
63　聖書新共同訳新訳聖書『和英対訳聖書』日本聖書教会、1997年、238頁。（“Jesus spoke to the Pharisees again. 
‘ I am the light of the world’, he said.”）
64　E. ジルソン/ Ph. ベーナー『アウグスティヌスと聖トマス』服部英次郎訳、みすず書房、2010年、229頁。聖ト
マスは『異教徒を駁する大全』1.18において神には質料もそれ以外の何らかの受動的な可能性も属せしめられ
ないのであるからいかなる複合も存在しないとする。
65　上智学院新カトリック大事典編纂委員会『新カトリック大事典』研究社、2002年、1052頁。
66　聖書新共同訳新訳聖書『和英対訳聖書』日本聖書教会、1997年、215頁。（The light that comes into the world 
and shines on all people.）
67　日本基督教団出版局編『キリスト教人名辞典』 日本基督教団出版局、1985年、1167-68頁。ピウス９世（Pope 
Pius IX）。在任期間1792～1878年。イタリア生まれ。ローマで学び1819年に司祭になる。1840年、グレゴリウ
ス16世によって枢機卿に任命された。’54年、マリアの無垢受胎の教義を宣言した。近代国家間の政治構想にお
いて教会の独立と自由の確立に尽力し教会内の中央集権を強化した。19世紀の近代精神や共産主義思想の台頭
によってもたらされた伝統的信仰の危機、とりわけ合理主義の誤謬に対抗すべく’64年回勅を出し、’69～’70年、
第１回、ヴァチカン公会議を召集した。その憲章で教皇不可謬の教導職に関する教義が明文化された。
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話題10．教皇の外見について 「教皇レオ13世は力強い顔つきをされていた」 との語りについて。
妥当性：この発言に妥当性はない。
根　拠：教皇レオ13世は 「幼児のごとく天心爛漫、且つ、敬虔な心を持った人物であった」 との記述
がある68。前述の話題 ８.でも記したが、レオ13世は「弱い肉体ではるが、剛毅な精神を秘め
た人物」であった。筆者が検索した写真からは、教皇レオ13世は非常に温厚な顔つきである
ように見える。他方、ピウス９世の写真からは権力を彷彿とさせるような力強い表情が窺え
る。このためジョイスはカーナン氏の知識の曖昧さを描写するため意図的に教皇レオ13世と
ピウス９世を混同させたと推測する。
話題11．「教皇レオ13世はすぐれた詩人でありラテン語で写真に関する詩69を書いている」 とのカニン
ガム氏の語りについて。
妥当性：「すぐれた詩人」という発言に妥当性は見られない。
根　拠：教皇レオ13世が詩人であったことは確かのようである70。写真の技術は1827年にフランス人
のジョゼフ・ニセフォール・ニエプスが発明と言われるが、化学技術の発展に関心を示して
いた教皇レオ13世（在位1878-1903）は、1880年に写真の撮影をされている71。それを受けて、
教皇は詩を読むが、ジャクソン及びマクギンレイは「レオ13世の詩は1902年に書かれギリシャ
の画家アペレス（Apelles）の描いたぶどうの絵に鳥が騙された。写真は絵をも超越すると
いう趣旨だが、この詩が特に優秀な作品とは見做されない」と記している。ジョイス研究者
アダムス72も「教皇の詩はラテン語の詩作の観点からも科学的洞察の観点からも秀作と呼ぶ
には程遠くジョイスの冗談の一つではないか」と記している。
話題12．「偉大なる精神は物事を見通すことができる」（Great minds can see things.）とのパワー氏
の言葉に対するフォガティー氏の「偉大なる精神は狂気と紙一重だ」（Great minds are 
very near to madness.）73との返答について。
妥当性：人々の経験則を通して、このような発言がなされているが、この妥当性についての評価は個々
人の経験に依ると考える。したがって、この発言の妥当性を判断するのは困難である。
根　拠：この文脈においての「偉大なる精神」の持ち主とは教皇である。そこで、ジョイスは「教皇
は狂気と変わらない」と登場人物に語らせている。彼は弟スタニスロースに宛て「教皇（レ
オ13世）の祈祷について、僕が替え歌を作ったのを覚えている？ 今、思い出し笑いをして
68　上智学院新カトリック大事典編纂委員会『新カトリック大事典』研究社、2002年、1395頁。
69　Jackson, John and McGinley, Bernard, James Joyce’s Dubliners, An annotated Edition, London :Sinclair-
Stevenson, 1993, p.149.
70　上智学院新カトリック大事典編纂委員会『新カトリック大事典』研究社、2002年、1395頁。
71　P・G・マックスウェル・スチュアート『ローマ教皇歴代誌』月森左知/菅沼裕乃訳、創元社、1999年、276頁。
72　Adams, Robert Martin :元コロンビア大学教授。
73　Joyce James, Dubliners, Complete and Unabridged Edition, Hertfordshire :Wordsworth Classics, 1993, p.122.
岡山大学大学院社会文化科学研究科紀要第35号（2013.3）
123
いるところさ」74と記した書状を送っている。したがって、この文脈では教皇の個人的な資
質に対するジョイスの辛辣な風刺を示唆したと考える。
話題13．「教皇の不可謬説」について。教皇の不謬性について、カニンガム氏は 「どんなにひどい呑
み助 （the biggest drunkard） であったとしても、どんなに極悪人 （out-and-out ruffian） で
あったとしても教皇の中で誰一人として教皇座75から誤った教義を説いたことはない」76と語
る。
妥当性：上記の「教皇座から説かれる教義に誤りはない」（教皇の不可謬説）との発言については、
妥当と考える。
根　拠：1870年に行われた第一バチカン会議において、「ローマ教皇がすべてのキリスト信者の最高
の牧者として、信仰と道徳に関する教義を教皇座（エクス・カテドラ）から宣言する時、そ
の任務の権能により教皇の宣言は不謬性を持つ」とされた77。しかし、この文脈でジョイスは、
歴代教皇を「ひどい呑み助」や「極悪人」などといった言葉に結び付け、痛烈な教皇への敵
意を表した。ジョイスの教皇に対する批判は『ユリシーズ』 にも見られ、そこでジョイスは
｢昔の教皇たちは、音楽、美術、あらゆる種類の彫像や絵画に熱中した。命あるかぎり人生
を楽しんだ訳だ｣ 78（Those old popes keen on music, on art and statues and pictures of all 
kinds. They had a gay old time while it lasted.）79と主人公ブルームに語らせている。
第五節　「静修」 　
　本節では「静修」でパードン神父 （Father Purdon） が読み上げた「ルカの福音書16:8-9」について
考察する。ここで注目したいのはこの説教がパードン神父（Purdon） によって読み上げられたこと
である。アナグラムを好んだジョイスはパードン神父 （Purdon） の名前を「免罪符」を意味するパー
ドン（pardon）と置き換え風刺をしたと推察する80。以下はジョイスの作品「恩寵」に記されている「聖
句」である。
74　Joyce, James, Selected Letters of James Joyce. ed. Ellmann, R., Faber and London :Faber, 1975, pp.145-146. 1905
年の「恩寵」完成の約２年後に弟スタニッスロースに宛て送付した書状。（“Do you remember my parody of 
Leo XIII’s prayer after mass? It has come into my mind just now and made me laugh.”）
75　ドナルド・Ｋ・マッキム 『キリスト教神学辞典』日本基督教団出版局、2002年、108頁。
76　Joyce, James, Dubliners, Hertfordshire :Wordsworth Classics, 1993, p.122.
77　南山大学監修『第２バチカン公会議公文書全集』サンパウロ、2011年、68頁。
78　ジェイムズ・ジョイス『ユリシーズ』　丸谷才一訳、集英社、1996年、 205頁。
79　Joyce James, Ulysses, New York :Vintage Books, 1986, p.67. ルネッサンス時代の教皇たちに対する示唆であろう。
80　Jackson, John W. & McGinley. Bernard, James Joyce’s Dubliners. London :Sinclair-Stevenson, 1993, p.146 .  当時、
ダブリンには売春の街Purdon Streetの名に因み、ジョイスがパードン神父の名前に売春の意味を込めたとこと
を示唆している。本稿は「ジョイスの教会批判」をテーマとする。この観点からパードンを英語のpardon、す
なわち「免罪符」の意味でジョイスが使用したと考え論考を進めた。
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この世の子らは光の子供より賢く振舞っていた。そこで私は言っておくが不正にまみれた富で友人を作りな
さい。そうすればあなたが亡くなった時、彼らはあなたを永遠の住まいに迎え入れるであろう（下線は筆者）。
For the children of this world are wiser in their generation than the children of light. Wherefore make unto 
yourselves friends out of the mammon of iniquity so that when you die they may receive you into 
everlasting dwellings（italics mine）. 
　この福音書の解釈について、パードン神父は 「この聖句は聖書の中でも最も解釈が難しいものの一
つ」 と述べているが、確かにその解釈は難しいようである。今回の考察において多くの聖書81を調べ、
説明を求めたが一定した見解を得ることができなかった。その例として『新約聖書注解Ⅰ』82、『ハー
パー聖書注解』83から二つの解釈を注に記したが、上記の「聖句」をそのまま全文とする「聖句」を
確認することはできなかった。聖書の原文の多くが、筆者が下線を引いた部分を、「あなたのこの世
の所有物が失われた時」（your earthy possessions are gone） と記していた。このためジョイスは自
らの教会批判を目的に原文の聖句を「あなたが亡くなった時」　（when you die）という文言に意図的
に改変し、作中での「聖句」としたと考える。
　ここで前述のジョイスが改変した「聖句」と以下に記した聖書の原文とを比較してみたい。
　　聖書にある聖句の原文 - ルカの福音書16 :8-9　
この世の子らは光の子供より賢く振舞っていた。そこで私は言っておくが、不正にまみれた富で友人を作り
なさい。そうすれば、あなたの俗世の所有物が無くなった時、彼らはあなたを永遠の住まいに迎え入れるで
あろう（下線は筆者）。
 
81　Bible Search. http://bible.cc/luke/16-9.htm.（2012年２月６日）:ルカの福音書16 :9に関してはKing James 200 
Bible, English Revised Version, International Standard Versionなどの聖書の調査を行った。
82　日本基督教団出版局編『新約聖書注解Ⅰ』日本基督教団出版局、1992年、345-346頁。「不正な管理人の不正さが
どの点にあるかによってこの福音書の解釈は異なるとしている。富の管理人は主人の財産を無駄使いしただけ
ではなく、人に貸した主人の財をごまかして一部しか取り戻さず主人に損害を与え自分は借財人に取り入ろう
としたことが不正と見做される。この喩えでは不正な管理人の利口さを見習うようにと教えているが、主人の
財産に損害を与えながら利口だというのも、それを褒めるのもおかしい。最近の解釈では借財人から主人の貸
しを返させる場合、管理人はその利子を減額したかあるいは管理人としての手数料を取るのを断念して借財人
に取り入ったとする解釈もある。これが不正と言われる理由はユダヤ人が同胞から利子を取ったり、手数料を
取ったりすることが神の律法によって禁じられていたためである」としている。この聖句の解釈は極めて難し
いようである。
83　J.L.メイズ編 『ハーパー聖書注解』 教文館、1996年、1079-1080頁。「この喩えでは管理人はその抜け目のなさの
故に賞賛されたという説が広く支持されているが、この管理人が何をなしたかは明らかにされていない。自分
の手数料を減額することによって勘定を引き下げたのか、それとも負債者が主人に負っていた負債総額の変更
を許したかのいずれかである。どちらかといえば、後者がもっともらしく聞こえる。この喩えはこの世の人々
が財産を使って抜け目なく振舞う、その抜け目なさから、光の子たちは学び得るとルカは述べていると考えら
れる。」
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原文では「あなたのこの世の所有物が失われた時に、彼らはあなたを永遠の住まいに迎え入れるであ
ろう」としている。しかし、この「彼ら」とは一体誰を指すのか。どのような友人を作れば永遠の住
まい、すなわち、「永遠の命」を得ることができるのか、聖句の原文からそれを解読するのは難しい。 
他方、ジョイスが改変した聖句では、「あなたが亡くなった時に、彼らはあなたを永遠の住まいに迎
え入れるであろう」 とされている。亡くなった時に永遠の住まいに行く手助けをする「彼ら」とは一
体誰か。それは司祭に他ならない。したがって、この解釈によれば、「司祭との関係如何であなたの
死後の住処が決定する」 との理解が可能になる。それを先行の「不正な富をつくりなさい」 という文
章に繋げると、「あなたが亡くなった時のために司祭と仲良くしておきなさい。そのためには不正な
手段を使っても富を作りなさい。それを司祭 （Fr. Purdon パードン神父）に渡すことにより、それ
と交換にPardon（免罪符）84が得られ、あなたの天国行きが約束されるでしょう」 との解釈が可能と
なる。もしこの解釈が妥当であれば、「イエズス会に取り入っておけば世の中上手く渡れる」 と語っ
た前述のパワー氏の語りとも合致する。
　パードン神父はさらに「すべての人間が信仰の生活に召されているのではない。私がここにいるの
は俗世に暮らす人間として、私の仲間に話しをしたいからだ」 と語る。この発言で神父は自らを世俗
の人間と同等の立場に置いていたが、司祭とは「神と人との仲立ちをし、祭儀を司る役割を担う特別
な地位にある人」85であり、その説法を聞く側にある「世俗に生きる人」とはおのずと立場を異にする。
もし司祭が世俗の人々と同じ立場で説教を説くのであれば、その説法自体の神聖性に疑義が生じる。
　さらに、ジョイスはこの文脈で司祭の高慢さを摘している。それは神父が「大多数の人は俗世に暮
らさなければならない」という語りに見られる。裏を返せば、神父は「我こそは神に選ばれし稀有な
人物であり俗世に住むあなたたちとは違う」と語っているとの解釈が可能であり、俗世の人々への軽
侮を観取できるからである。
　最後に神父は「私は皆さんの精神生活の会計士であるから帳簿に不整合があればそれを神の恩寵を
いただくことにより正して欲しい」と説く。前述したように、トマスによると、教会に「意志して行
かない」86場合を含めて、人の営みのすべては教会による評価の対象とされ、その規範から逸脱する
ことによりその罪過の深浅が判断され、それが告白や改悛の対象とされる。しかし、パードン神父は
そこに不整合が見られるのならば、それを神の「恩寵」により正してほしいと説いている。ここで初
めてこの作品で「恩寵」という言葉が出現するが、 「神の恩寵をいただいて精神生活の帳簿に誤りが
あれば正す」 （With God’s grace, I will rectify this and this. I will set right my accounts.） という言葉
84　石原謙『キリスト教の展開』岩波書店、1972年、260頁。免罪符は、ローマ教皇庁が失墜していた権威を回復さ
せるために財政基盤を立て直そうとし発行された。ドイツの教会はその財源地の一つとして目論まれていた。
対価を支払う代わりに免罪符によって刑罰を赦す仕組みが作られたがドイツの有識階級の憤懣を爆発させ、こ
れがルターの宗教改革に繋がっていった。
85　キリスト新聞社編 『新聖書大辞典』 キリスト教新聞社、1971年、535頁。
86　『神学大全』第12冊第11-1部第71問題、17頁。
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も不自然である。ここでは、われわれの精神生活があらかじめ設定されたバランスシートの勘定項目
に機械的に仕訳・処理され得るか、結果、財務諸表を確認するように人間の精神生活におけるバラン
ス状況を確認し得るか、疑問が生じる。
　神父が引用した「恩寵」の言葉であるが、トマスは「恩寵の注入がなければ罪過の赦しはあり得な
い」87と説いている。これを前提として前述の文脈を考えると、神父の「神の恩寵をいただきながら
帳簿の誤りを正す」とする言葉の裏には、罪過に相当する何らかの行為が示唆されているのではない
かとの疑問が生じる。パードン神父はあなた方の勘定項目を精査し、そこに司祭への供与分が適切に
計上されていないのであれば、それを正直に私に告白して欲しい。そうしたならば、私はあなたに恩
寵を与える。その結果、あなたは永遠の命を得ることになろうと語っているのではないだろうか。こ
の文脈では、神父の金銭欲が見え隠れする。この金銭欲についてトマスは、「すべての原生的な目的
に役立つものとして大いに追求されるという理由から諸々の罪の根源と言われる」88と述べ、｢秘蹟の
霊的な恩寵のために金銭を受け取る事は聖職売買の犯罪であって、いかなる慣習によっても罪過を逃
れることはできない｣ 89と説いている。
　さらに、この文脈でジョイスはパードン神父が重大な罪を犯していることを示唆している。それは
神父が「聖書」の文言を改ざんしたことである。カトリックの教義憲章90によれば、 「聖書は聖霊の霊
感によって書かれ、神がわれわれの救いのために記録されることを望んだ真理を、堅く、忠実に、誤
りなく教えるもの」である。したがって、それを恣意的に改ざんするといった行為は、トマスが説く 
「神を軽侮することで人はすべての罪について有罪たらしめられる」91という文言に著しく抵触すると
考えられる。
　ジョイスは一連の文脈の中で神父の罪の告発を行った他、神父の赤い顔といった表現から聖職者の
飽食暖衣を連想させ、さらに神父が信者を軽侮するような表現などを盛り込んでいる。さらに、この
文脈においてジョイスは、魂の救済者である神父の神聖性に極めて大きな疑義を投じている。
結論
　ジョイスは「恩寵」を『ダブリンの市民』の最後を飾る極めて重要な作品として位置づけた。この
作品は堕落したカーナン氏の魂をいかに復活させるかがテーマになっている。仲間たちが集まり、彼
を静修に参加させようとさまざまな話題を持ち出し説得工作が行われた。
　彼らが挙げた主な話題は一三題に上った。しかし、その殆どが事実に基づかず、曖昧模糊としたも
のであった。そこでは、存在しない教皇の「モットー」がもっともらしく語られ、「過去の教皇の中
87　『神学大全』第14冊第2-1部第113問題第２項、169頁。
88　同書、第31冊第2-1部第84問題第１項、279頁。
89　同書、第19冊第2-1部第100問題第２項、435頁。
90　南山大学監修『第２バチカン公会議公文書全集』サンパウロ､ 2011年、207頁。
91　『神学大全』第30冊第2-1部第73問題第１項。
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には」、と前置きがされた上、極悪人が存在したこと、呑み助であったこと、詐欺師であったことが
告発された。また、教皇を狂気と結び付けられた。さらには、「免罪符」を示唆するパードン神父を
登場させ、『聖書』の改ざんをさせた上、聖職売買が示唆された。
　ジョイスは、冒頭の作品「姉妹」で教会批判を開始したが、そこでは、司祭の職任に対する疑念を
表し、教会内部の腐敗を告発した。教会を「アイルランドの敵」と定めたジョイスは「恩寵」の作品
を介し、彼の批判の矛先は、アイルランド国内のカトリック教会だけに留まらず、カトリック教会の、
いわゆる総本山であるローマ教皇庁に向けられていたことを明確にした。
　しかし、一点問題が残る。それはこの作品の読者が一読してジョイスの主張を理解することが可能
なのかという点である。
　『ジェイムズ・ジョイス事典』は、「この物語では容易に読み取る事ができる決定的な（登場人物た
ちの）精神的・心理的な欠陥が示されていない」92と記し、この作品の理解の難しさを指摘している。
　ジョイスは「書くもの、語ること、行うことによって公然と教会に戦争を挑む」93と語った。しかし、
なぜ彼は「恩寵」における彼の教会批判を「公然と」ではなくこのように読者の理解をすぐに獲得す
ることが困難であるような、いわゆる、逡巡とした形で提示したのだろうか。
　ジョイスは弟に「教会はアイルランドの敵だ」（Enemy of Ireland）94と記した書状を送っている。
1901年当時、ジョイスが19歳の頃、アイルランドの人口の89.3%95をカトリック教徒が占めていた。そ
うした環境の下にあって、ジョイスが一人、教会に対して公然と戦争を展開することは、不可能であっ
たと筆者は考える。
　今回の考察で明らかになった点がもう一点ある。それは曖昧模糊とした知識を披露しあい、あげく
の果ては教会の存在に対し恐怖感から震え上がり「静修」に参加を決めるという強硬な教会の支配を
目前に「迷える子羊」と化していたダブリンの人々に対するジョイスの憤懣である。この作品が執筆
されたのは1905年末、ジョイスが23歳の時であった。同じ頃、アイルランドの聖職者の数はジョイス
が誕生した当時の約8,000人から14,000人（1900年統計）96に増加し、その勢力を急速に拡大させていた
時期でもあった。
 以上　
 　
92　Fargnoli A.N. & Gillespie, M.P., James Joyce A To Z, New York :Facts on File, Inc., 1995, p.95 . The narrative 
does not single out some easily identifiable spiritual or psychological flaw.
93　Joyce, James, Selected Letters of James Joyce. ed. Ellmann, R., London :Faber and Faber, 1975, pp.25-26. ジョイ
スが将来をともにすることになる女性に1904年８月29日に当てた書状：I make an open war upon it by what I 
write and say and do.
94　Ibid., p.125.
95　Saorstat Eireann （Irish Free State）。現Central Statistics Office, Ireland （アイルランド中央統計局）。
96　Duffy, Sean （ed.）, Atlas of Irish History, Gill & MacMillian, 2000, p.86. “Catholic Clergy in 19th Century”.
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